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この町あるある������ 20 群馬県利根郡みなかみ町

バックナンバー
が見られます。

猪突猛進
　夢ある町へ

Let's Go!

特集
みなかみ
ユネスコエコパーク
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※１　 生物圏保存地域（BR：Biosphere Reserves　バイオスフィア　リザーブ）
日本では親しみやすいように「ユネスコエコパーク」と呼ばれている。 

　　　（補足）
　世界自然遺産が「手つかずの自然を守る」ことを原則とするのに対
し、ＢRは「自然と人間社会の共生」を目的とする取り組み。みなか
みが登録された２０１７年６月１４日現在、１２０カ国６６９カ所が
登録されており、日本は９カ所が登録されている。

　「BRはなんとなく知っていてイメージはできるけど、具体的に何をしたらよ
いか分からない」という声も多くありました。
　先人から引き継いでいるこの町全体が、世界基準で素晴らしい地であることが
認められました。それは自然であったり、文化であったり、この地と共に生きて
きた私たちの暮らしぶりそのものが価値あることとして認められた証です。
　私たちはそのことに誇りを持ち、後世へ残し、伝えて行く責任を負っていま
す。その責任を果たすことがBRを実践することに繋がります。みなさんから頂
いた答えを参考に、年頭にあたり改めて確認しあい、個々の理解を深めていただ
けたらと思います。

自然・
その保全
自然・
その保全

動物・
その保護
動物・
その保護 まもるまもる

自然との
共生・共存
自然との
共生・共存

動物との
共生・共存
動物との
共生・共存 いかすいかす

都会にない
美しいところ
都会にない
美しいところ

おいしい農産物おいしい農産物

ひろめるひろめる

まとめ

安原 孝之
（40 代）

北野 和明
（50 代）

田村 文子
（60 代）

田口 早苗
（50 代）

森山 昌代
（50 代）

　　BRで
イメージすることは？
Q2

　輝かしい新年の幕開けに、町にとって重要な「みなかみ　ユネスコエコパーク（以後Ｂ
※１
Ｒ）」

をあらためて確認し合い、今年一年を過ごしていただこうと、新春特集頁を取り入れました。

　昨年１２月にＢＲについての３つの質問に、多くのみなさんにお答えいただきましたので

紹介します。

いかすまもる ひろめる

※紙面の都合上、顔
写真は一部の方の
み掲載させて頂い
ております。
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3 （第57号）

知っている
35％

なんとなく
知っている

48％

よく知らない
17％

　　BRは
知っていますか？
Q1

◦自然を見る、守る
◦節電、節水　
◦ゴミ分別の徹底、削減、資源ゴミを活かす
◦SNSを利用したアピール
◦美しい町の自然をもっと広めていきたい
◦自然に敬意を払い多岐にわたるエネルギーを享受する術を
　考えつつ共存していきたい
◦どんなことなのか勉強して、知人や友人に教えてあげたい

ロゴマーク説明
　町の自然のすばらしさや特徴が表現されています。

◦考え中
◦特になし
◦中身を知りたい
◦それ自体が何だかわからない。だから何って感じ。

戸田 峻輝
（20 代）

星野 正子
（50 代）

原澤 美空
（小学生）

大木 栄治
（50 代）

増田二三四
（60代）

　　BRのために
行っていることや
これから行いたい
ことは？

Q3

豊かな自然を象徴する
生態系の頂上種

「イヌワシ」

日本を代表する荘厳なる山岳景観

「ユネスコエコパーク」は日本国内における愛称で、
正式名称は「Biosphere Reserve」と言います。

谷川連峰、至仏山の固有種の花
「ホソバヒナウスユキソウ」

Minakami の「Ｍ」と谷川岳の双耳峰をイメージ

世
界
遺
産
の
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
と

同
様
の
生
態
系
を
持
つ
奥
利
根
の
ブ
ナ
林

首
都
圏
３
０
０
０
万
人
の

命
を
育
む
利
根
川
の
源
流
（
水
源
）

集特
春新
集特
春新

これからも
ずっと

これまでも

みなかみユネスコエコパーク（B
※１
R）



12
月
４
日

　

本
会
議

　
　

発
議
（
４
・
16
頁
）

　
　

報
告
・
指
定
管
理

 

全
会
一
致
可
決

　
　

一
般
質
問
（
９
～
10
頁
）

12
月
５
日

　

本
会
議

　
　

一
般
質
問
（
11
～
13
頁
）

　
　

全
員
協
議
会

12
月
６
日

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
７
日

　

厚
生
常
任
委
員
会
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12月議会
あらまし

　

12
月
議
会
を
12
月
４
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
い
た
。
発
議
２
件
、
報
告
２
件
、
契
約

１
件
、
条
例
６
件
、
指
定
管
理
者
指
定
案
件
８
件
、
補
正
予
算
３
件
、
陳
情
（
６
頁
掲
載
）
を
審
議

し
た
。
ま
た
、
５
名
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
（
８
～
13
頁
掲
載
）。

新
・
特
別
委
員
会
設
置

不
承
認
、
重
く
受
け
止
め
る

公
募
せ
ず
隣
接
の
法
人
等
へ

　

町
と
共
に
調
査
と
協
議
を
行
っ
て
き

た
ご
み
固
形
化
燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
の
民

設
民
営
に
よ
る
実
証
実
験
が
未
だ
行
わ

れ
て
い
な
い
理
由
と
、
前
町
長
の
「
Ｒ

Ｄ
Ｆ
が
選
挙
の
争
点
」
の
発
言
で
、
町

民
に
大
き
な
不
安
を
抱
か
せ
て
い
る
こ

と
を
解
消
す
べ
く
、
ご
み
処
理
に
関
し

て
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
が
目
的
の
、

「
ご
み
処
理
調
査
特※

２別
委
員
会
（
16
頁
）

設
置
」
に
つ
い
て
議
長
よ
り
発
議
が
な

さ
れ
、
全
会
一
致
で
設
置
と
な
っ
た
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
、
不
承
認
と

な
っ
た
専
決
処
分
報
告
（
平
成
30
年
度

み
な
か
み
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
３

号
）
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
町
長
よ
り

次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
不
承
認
の
結
果
を
重
く
受
け
と
め
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い

よ
う
適
切
な
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
町
政
運
営
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
も
ご
説
明

す
る
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」

本
会
議
審
議
内
容
及
び
結
果

議
会
の
流
れ

※
４　

 

町
の
施
設
を
効

果
的
に
運
営
す
る

た
め
に
、
町
が
そ

の
施
設
管
理
を
期

間
を
定
め
て
指
定

す
る
団
体
。

※
1　

 

議
会
か
ら
議

案
を
会
議
に
か

け
る
こ
と
。

※
２　

 

議
会
の
議
決
で
決
め
ら
れ

た
、
特
定
の
件
の
審
査･

調
査

を
す
る
。

※4

　

８
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、

隣
接
す
る
施
設
の
管
理
運
営
法
人
等
を

指
定
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

８
施
設
は
、「
竹
細
工
の
家
」、「
わ

ら
細
工
の
家
」、「
陶
芸
の
家
」、「
和
紙

の
家
」、「
永
井
宿
郷
土
館
」、「
湯
桧
曽

公
園
」、「
寺
間
運
動
公
園
」、「
湯
桧
曽

地
区
足
湯
」。

※
1発

議

※
3報

告
※
３　

 

専※
３
―
①

決
処
分
報

告
が
否
決
さ
れ
た

と
き
、
町
長
は
必
要

と
認
め
る
措
置
を

講
じ
、
そ
の
旨
を
議

会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※
３
―
①　

  

町
長
が
議
会
に
代
わ
っ
て
意

思
決
定
を
行
う
こ
と
。
次
の
議
会
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

和紙の家

4（第57号）

指定管理者
  の指定



12
月
10
日

　

産
業
観
光
常
任
委
員
会

　
　

協
定
締
結
式
（
16
頁
）

　
　

全
員
協
議
会

12
月
11
日

　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

12
月
12
日

　

ご
み
処
理
調
査
特
別
委
員
会

 

（
16
頁
）

12
月
14
日

　

本
会
議

　
　

陳
情
（
６
～
７
頁
）

　
　

条
例
・
補
正
（
５
頁
）
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可
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福
祉
医
療
制
度
に
所
得
制
限
導
入

農
・
推
進
委
員
の
定
数
変
更

将
来
、
学
校
に
役
立
つ
基
金

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
に
お
い
て
、

重
度
心
身
障
害
者
の
「
入
院
時
食
事
負

担
額
助
成
」
に
所
得
制
限
を
導
入
す
る

条
例
の
改
正
。
実
施
は
平
成
31
年
４
月

か
ら
。

　

平
成
31
年
４
月
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
改
定
に
あ
た
り
、
町
の
農
地

面
積
が
減
少
し
た
た
め
、
定
数
27
名
を

25
名
に
変
更
す
る
条
例
の
改
正
。

　

旧
に
い
は
る
幼
稚
園
猿
ヶ
京
分
園
の

処
分
に
あ
た
り
、
法
律
に
よ
り
基
金
に

積
み
立
て
る
条
例
の
制
定
。
目
的
の
あ

る
基
金
の
制
定
で
、
後
に
学
校
施
設
整

備
の
経
費
等
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

全
会
一
致
可
決

条
例

全
会
一
致
可
決

補
正

一
般
会
計

▼
主
な
質
疑

問
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
耐
震
改
修
事
業

費
補
助
金
（
表
ア
）」
の
大
幅
減

額
の
理
由
は
。

　
「
冷
房
設
備
対
応
臨
時
特
例
交
付
金

事
業
（
表
イ
）」
は
小
中
学
校
へ
の
タ

イ
ム
リ
ー
な
計
上
だ
が
、
学
校
統
合
を

検
討
し
た
上
で
の
計
上
か
。

　

ま
た
今
後
、
統
合
に
よ
り
冷
房
使
用

期
間
の
短
い
教
室
が
出
て
も
、
補
助
金

利
用
に
問
題
は
無
い
か
。

答
２
棟
の
耐
震
改
修
を
予
定
し
て

い
た
が
、
対
象
事
業
者
が
平
成

32
年
度
へ
工
事
を
延
期
し
減
額
し
た
。

　

設
置
後
に
統
合
等
で
使
用
さ
れ
な
い

教
室
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
も

こ
の
よ
う
な
予
算
を
組
む
中
、
是
非
と

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

平
成
30
年
度
に
限
っ
た
補
助
金
で
あ

り
、
子
ど
も
達
が
通
常
使
用
す
る
普
通

教
室
を
基
本
に
内
定
を
頂
い
て
い
る
。

総額　142億8544万円

歳出

１億３４９４万円補正額

歳入
猿ヶ京小学校屋内運動場解体撤去工事費等�� 1558万円
ふるさと納税推進事業�������� 7000万円
旅館・ホテル耐震改修事業費補助金（ア）

△23527万円
冷房設備対応臨時特例交付金事業（イ）

30456万円
職員人件費（人事院勧告）������� 3018万円
ほか

普通交付税������������� 1830万円
ふるさと応援基金繰入金������� 7000万円
冷房設備対応臨時特例交付金事業��� 9590万円
旅館・ホテル耐震改修事業費補助金�△5881万円
ほか

5 （第57号）
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５
件
の
陳
情
を
所
管
委
員
会
で
審
査
後
、
本
会
議
に
て
審
議
し
た
。

　

委
員
会
審
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

　

本
会
議
で
の
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
所
管
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
の
結

果
と
な
っ
た
（
７
頁
）。

陳
情
１
号

▪
陳
情
内
容
（
抜
粋
）

　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」
の
施

行
に
伴
い
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

地
位
・
待
遇
改
善
の
た
め
に
次
の
４

つ
を
陳
情
し
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
。

①
財
源
の
確
保

②
現
任
用
者
の
条
件
維
持
の
助
言

③
パ
ー
ト
労
働
法
の
趣
旨
を
反
映

し
た
法
の
改
正

④
本
格
的
業
務
任
務
者
を
正
規
職

員
に
採
用
す
る
仕
組
み
整
備

▪
委
員
会
審
査
内
容

　

現
状
確
認
を
行
い
、
町
が
制
度
を
作

成
中
で
あ
り
財
政
面
で
も
十
分
な
検
討

を
要
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。「
制
度

が
完
成
し
て
い
な
い
中
で
の
採
決
は
難

し
い
」「
更
な
る
自
治
法
の
改
正
が
陳

情
さ
れ
て
い
る
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
討
論
は
な
く
全
会
一
致
で
趣
旨
採

択
す
べ
き
も
の
と
し
た
。

陳
情
２
号

▪
陳
情
内
容
（
抜
粋
）

　
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
へ
の
署
名
・

批
准
と
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
。

▪
委
員
会
審
査
内
容

　
「
今
は
、
時
間
を
か
け
て
情
勢
を
見

守
る
継
続
で
よ
い
」
等
の
意
見
か
ら
討

論
は
な
く
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

陳
情
３
号

▪
陳
情
内
容
（
抜
粋
）

　
「
消
費
税
増
税
の
中
止
と
意
見
書
提

出
」
を
求
め
る
陳
情
。

▪
委
員
会
審
査
内
容

　
「
代
わ
り
に
財
源
確
保
を
す
る
こ
と

が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
は
」「
増
税
は
既

に
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
委

ね
た
い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
討
論
は

な
く
、
全
会
一
致
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

陳
情
４
号

▪
陳
情
内
容
（
抜
粋
）

　
「
町
有
地
が
無
断
占
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
早
期
是
正
指
導
を
更
に

求
め
る
」
陳
情
。

▪
委
員
会
審
査
内
容

　
「
行
政
指
導
に
対
応
す
る
と
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
解
決
の
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
は

状
況
説
明
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以

上
の
行
政
指
導
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
」
等
の
意
見
か
ら
討
論
は
な
く
、
全

会
一
致
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

陳
情
５
号

▪
陳
情
内
容
（
抜
粋
）

　
「
レ
ジ
袋
有
料
化
を
進
め
る
た
め
の

意
見
書
提
出
」
を
求
め
る
陳
情
。

▪
委
員
会
審
査
内
容

　
「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
は
あ
る
が
時
代

の
流
れ
で
あ
り
よ
い
と
思
う
」「
推
進

で
き
れ
ば
ご
み
の
減
量
化
に
も
繋
が
り

環
境
に
優
し
く
な
る
」「
ご
み
の
減
量

化
が
で
き
れ
ば
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
啓け
い
蒙も
う
に
使
え
る
」
等
の
意
見
か
ら
討

論
は
な
く
、
全
会
一
致
で
採
択
と
な
っ

た
。
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陳　 情 　件 　名 陳　　情　　人
付託委員会

及び審査結果
本会議審議結果

第
１
号

「会計年度任用職員制度施行に伴
う臨時・非常勤職員の地位・待
遇改善を求める」意見書提出を
要請する陳情書

前橋市本町三丁目９－１０

群馬県自治体一般労働者組合

執行委員長　宮内　政己

総務文教　
常任委員会

趣旨採択

全会一致

趣旨採択

第
２
号

「核兵器の禁止条約の署名・批准」
を求める意見書の提出を求める
陳情書

沼田市恩田町２０

利根沼田平和委員会

副会長　穂苅　清一

総務文教　
常任委員会

継続審査
ー

第
３
号

国に対し「消費税増税中止を求
める意見書」の提出を求める陳
情書

沼田市横塚町４２－１

沼田民主商工会

会長　林　正男

総務文教　
常任委員会

不採択

全会一致

不採択

第
４
号

シナネン群馬カントリークラブ
ソーラーパークにおける町有地
の無断占用の早期是正措置指導
に関する陳情書

前橋市敷島町２５２－２

株式会社ジーエスコーポレーション

代表取締役　須田　公次

産業観光　
常任委員会

不採択

全会一致

不採択

第
５
号

レジ袋有料化を進める意見書の
提出について

沼田市桜町２０４４

利根沼田明るい社会づくりの会

会長　大嶋　正

厚生　　　
常任委員会

採択

全会一致

採　択

みなさんからの 陳情
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Questions
一般質問

　議員が町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を
求めるもの。
　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にさせたり、
結果として、現行の政策を変更、是正させあるいは新規の政策を採用させるな
どの目的と効果がある。
　定例会のみで行われ、現在、みなかみ町議会での一般質問の時間は、一人
50分までとなっている。

一般質問とは

主 な 質 問 事 項
①「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
む
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
就
任
に
あ
た
っ
て
の
公
約
に
つ
い
て

髙
橋
　
久
美
子 

た
か
は
し
　
く
み
こ

①
町
長
が
取
り
組
む
８
つ
の
こ
と
に
つ
い
て

②
農
林
業
振
興

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

④
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

阿
部
　
賢
一 

あ
べ
　
け
ん
い
ち

①
み
な
か
み
町
消
防
団
の
今
後
の
在
り
方

②
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災
士
を

阿
部
　
　
清 

あ
べ
　
き
よ
し

①
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
は

②
今
後
の
教
育
行
政
の
取
り
組
み
は

石
坂
　
　
武 

い
し
ざ
か
　
た
け
し

①
高
齢
社
会
に
お
け
る
働
き
手
激
減
の
具
体
策
に
つ
い
て

②
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

窪
田
　
金
嘉 

く
ぼ
た
　
か
ね
よ
し

8（第57号）
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問
都
市
計
画
区
域
と
都
市
計
画
税

の
捉
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
長

都
市
計
画
区
域
と
は
自
然
的
・

社
会
的
条
件
並
び
に
人
口
・
土
地
利
用
・

交
通
量
等
の
現
状
を
勘
案
し
、
一
体
の

都
市
と
し
て
総
合
的
に
整
備
し
、
開
発

し
保
全
す
る
必
要
の
あ
る
区
域
と
し
て

指
定
す
る
も
の
。
都
市
計
画
税
と
は
都

市
計
画
事
業
ま
た
は
土
地
区
画
整
理
事

業
に
充
当
す
る
た
め
の
任
意
の
目
的

税
。問

町
の
都
市
計
画
税
の
税
率
は
、

０
・
２
％
で
よ
い
か
。

答
町
長

町
村
合
併
協
議
で
旧
町
村
の
税

率
を
引
き
継
ぎ
、
０
・
２
％
を
適
用
し

て
い
る
。

　

 

　

今
後
の
教
育
行
政
の
取
り
組
み
は

問
教
育
長
の
指
針
に
基
づ
い
た
教

育
行
政
の
４
つ
の
柱
と
は
。

答
教
育
長

４
つ
の
指
針
と
は
「
学
校
教
育

の
充
実
・
生
涯
学
習
の
推
進
・
文
化
振

興
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」。
町
の
教
育
大

綱
の
基
本
方
針
の
４
つ
の
柱
を
も
と
と

し
て
い
る
。

問
小
中
学
校
統
廃
合
に
向
け
て
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
町
長

早
急
に
具
体
的
な
推
進
方
法
の

検
討
を
進
め
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
意
見
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
進
め
て

い
き
た
い
。

問
藤
原
地
区
を
除
く
、
大
穴
以
北

を
都
市
計
画
区
域
に
指
定
し
、

以
来
都
市
計
画
税
が
発
生
し
て
い
る
と

思
う
が
。

答
町
長

下
水
道
事
業
の
認
可
に
伴
い
条

例
を
定
め
て
、
昭
和
53
年
よ
り
課
税
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問
主
目
的
で
あ
る
、
下
水
道
の
取

り
込
み
が
今
後
見
込
め
な
い
状

況
。
税
が
発
生
し
な
い
対
応
が
必
要
と

思
う
。
こ
の
状
況
を
永
遠
と
続
け
る
事

に
も
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

答
町
長

都
市
計
画
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
多
少
時
間

が
か
か
っ
て
も
、
地
域
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
方
法
で
進
め
て
い
き

た
い
。

都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
は

事
業
の
見
直
し
が
必
要

石坂　武 議員

町
　
長

答
教
育
長

統
合
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
関
係
の
方
々
の
ご
意

見
を
十
分
に
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。

　

議
会
に
ご
理
解
頂
け
た
ら
、
地
域
や

保
護
者
の
方
々
へ
の
説
明
会
に
進
み
た

い
。問

町
内
３
体
育
施
設
に
設
置
さ
れ

て
い
る
、
老
朽
化
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
の
買
い
替
え
は
。

答
教
育
長

専
門
的
知
識
を
持
っ
た
方
々
か

ら
も
声
を
聞
き
、
計
画
的
に
修
繕
・
更

新
し
て
い
き
た
い
。
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子
育
て
支
援

問
子
育
て
支
援
の
具
体
的
施
策

は
。

答
町
長

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所
日
の
拡
大
を
検

討
し
た
い
。
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
潜
在

的
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
る
。

問
月
夜
野
学
童
保
育
施
設
が
狭
い

の
で
何
と
か
す
べ
き
だ
。

答
町
長

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
を
含

め
幅
広
く
検
討
し
た
い
。

問
幼
保
教
育
は
全
額
国
庫
負
担
で

無
償
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

ま
た
、給
食
費
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

問
森
林
環
境
税
が
創
設
さ
れ
る
。

そ
の
使
途
は
。

答
町
長

県
か
ら
緑
の
県
民
税
を
補
完
す

る
よ
う
な
使
い
方
で
と
い
わ
れ
て
い

る
。
無
駄
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

問
獣
害
パ
ト
ロ
ー
ル
の
今
後
は
。

人
的
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、

防
災
無
線
を
活
用
し
て
は
。

答
町
長

パ
ト
ロ
ー
ル
は
猿
捕
獲
対
策
に

成
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
継

続
し
て
や
っ
て
い
く
。

　

防
災
無
線
は
放
送
し
た
方
が
よ
い
時

に
活
用
し
て
い
る
。

答
町
長

幼
保
教
育
は
全
額
国
庫
負
担
が

望
ま
し
い
。

　

給
食
費
に
つ
い
て
は
財
源
を
ど
こ
か

に
求
め
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
。
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
い
。

公
約
を
問
う

責
任
あ
る
行
政
を
進
め
て
い
く

阿部 賢一 議員

町
　
長

　

 

　

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

問
減
災
対
策
と
し
て
公
共
事
業
が

必
要
だ
。

答
町
長

県
へ
早
く
実
施
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
活
動
も
続
け
て
行
く
。

　

※
紙
面
の
都
合
上
、
一
般
質
問
の

　
　

一
部
を
掲
載
。

　

 
　

農
林
業
振
興

問
一
般
家
庭
の
薪
ス
ト
ー
ブ
設
置

に
補
助
制
度
を
。

答
町
長

来
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

８つの公約
１　子育て支援のさらなる充実
２　産業の振興
３　Uターン、I ターン支援
４　教育環境の整備
５　生活環境の課題解決
６　安心・安全のまちづくり
７　優しいまちづくり
８　みなかみユネスコエコパークへの
　　取り組み
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新
時
代
に
応
じ
た
消
防
団
実
現

団
員
の
努
力
に
報
い
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る

阿部 　清 議員

町
　
長

問
消
防
団
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
町
消
防
委
員
会
よ
り
答
申

が
出
た
。
団
員
確
保
が
一
層
困
難
と
な

り
、「
地
域
の
実
情
に
応
じ
町
の
現
状

に
あ
っ
た
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
先
決

で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
が
。

答
町
長

第
２
方
面
団
（
水
上
）
で
３
部

編
成
か
ら
２
部
編
成
に
出
動
区
分
を
見

直
し
た
。
他
方
面
団
は
現
在
議
論
を
重

ね
て
い
る
。

問
消
防
団
員
確
保
、
組
織
強
化
を

図
る
た
め
、
機※

１
能
別
消
防
団
員

制
度
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答
総
務
課
長

正
確
な
実
態
を
把
握
し
、
行
政

区
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
議

会
の
所
管
委
員
会
で
意
見
を
伺
い
、
進

め
て
い
く
。

問
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
手
当
は

県
内
平
均
よ
り
低
い
。
団
員
の

士
気
を
上
げ
る
た
め
の
、処
遇
改
善
は
。

答
町
長

団
員
の
努
力
に
報
い
る
こ
と
は

当
然
必
要
で
あ
る
。
近
隣
の
状
況
を
踏

ま
え
、
改
善
の
方
向
で
進
め
て
い
く
。

　

 

　

防
災
指
導
者
の
育
成

問
自
主
防
災
組
織
へ
の
補
助
金
の

引
き
上
げ
、
防
災
士
の
資
格
取

得
者
へ
の
補
助
金
制
度
確
立
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

答
町
長

地
域
防
災
力
向
上
に
向
け
人
材

育
成
を
進
め
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

が
有
効
に
行
え
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
方

策
を
検
討
し
て
い
く
。

答
総
務
課
長

今
年
度
よ
り
防
災
士
の
資
格
取

得
費
を
助
成
す
る
要
綱
を
整
備
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
有
効
に
行
え

る
よ
う
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

答
町
長

本
年
度
中
の
条
令
改
正
を
目
指

し
消
防
団
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

問
消
防
団
詰
所
は
、
今
後
古
い
建

物
か
ら
整
備
す
る
の
か
。
統
合

を
進
め
る
の
か
。

答
総
務
課
長

基
本
的
に
は
、
当
然
老
朽
化
し

て
い
る
詰
所
か
ら
と
な
る
。
詰
所
統
合

は
、
各
団
や
行
政
区
の
意
見
を
聞
き
、

進
め
て
い
く
。

問
詰
所
の
維
持
管
理
費
は
、
行
政

区
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に

も
す
べ
て
町
で
負
担
す
べ
き
で
は
。

※
１　

 

能
力
や
事
情
に
応
じ
て
特

定
の
活
動
に
の
み
参
加
す
る

消
防
団
員
。

　
　
　

 

消
防
団
活
動
を
補
完
す
る

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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会「※
１我

が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

方
向
性
は
重
要
、
調
査
研
究
を
進
め
る

髙橋久美子 議員

町
　
長

問
か
つ
て
私
た
ち
の
生
活
領
域
に

お
い
て
は
、
お
互
い
さ
ま
の
思

い
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
家
族
同
士
の
助

け
合
い
に
よ
り
、
暮
ら
し
が
支
え
ら
れ

た
面
が
濃
厚
。
し
か
し
、
現
在
は
都
市

部
へ
の
移
動
や
個
人
主
義
や
核
家
族
化

で
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
地
域

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
国
民
の

抱
え
る
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
複
雑

化
。
そ
こ
で
、
厚
労
省
は
、「
我
が
事
・

丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実
現
本
部

を
設
け
始
動
。
こ
れ
を
受
け
当
町
の
取

り
組
み
は
。

答
町
長

通
学
す
る
学
生
、
新
幹
線
通
勤

の
方
に
一
定
の
補
助
の
方
向
。

　

具
体
的
な
こ
と
は
議
会
と
相
談
し
て

進
め
た
い
。

問
交
通
弱
者
を
カ
バ
ー
で
き
る
シ

ス
テ
ム
導
入
の
推
進
の
説
明

を
。答

町
長

実

※
２

証
実
験
的
な
事
業
を
考
え
て

い
る
。
バ
ス
路
線
が
な
い
２
カ
所
を
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
、
交
通
事
業
者
の
協

力
を
得
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
無
料

で
送
迎
を
行
う
こ
と
を
想
定
。
モ
デ
ル

地
区
は
、
赤
谷
地
区
と
名
胡
桃
地
区
。

問
ご
み
袋
料
金
の
見
解
を
伺
う
。

答
町
長

現
在
、
ご
み
袋
１
枚
あ
た
り

（
燃
や
せ
る 

大
）
の
ご
み
処
理
経
費
は

８
８
０
円
で
、
１
枚
に
つ
き
負
担
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
代
金
70
円
は
８
％
に

あ
た
る
。
今
後
ご
み
処
理
経
費
の
削
減

を
進
め
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
ご
み

処
理
手
数
料
（
代
金
）
に
つ
い
て
検
討
。

答
町
長

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

す
方
向
性
は
重
要
。
幅
広
く
、
奥
深
い

政
策
。
取
り
組
む
た
め
に
組
織
体
制
の

整
備
も
含
め
た
改
革
が
必
要
。
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
他
市
町
村

と
の
情
報
交
換
、
先
進
事
例
の
収
集
等

調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

　

 

　

公
約
の
実
現
を

問
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い

て
、
私
も
平
成
27
年
３
月
定
例

会
で
新
幹
線
通
勤
の
方
に
補
助
を
と
質

問
。
せ
っ
か
く
新
幹
線
の
駅
と
い
う
地

域
の
資
源
が
あ
り
、
こ
れ
を
活
用
し
な

い
手
は
な
い
と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
支

援
創
設
を
具
体
的
に
お
考
え
な
の
か
。

※
２　

 
実
証
実
験
の
詳
細
は
、
役
場

「
町
民
福
祉
課
」
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

※
１　

 

地
域
住
民
な
ど
地
域
の
多
様

な
主
体
が
「
我
が
事
」
と
し
て

参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源

が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
「
丸

ご
と
」
つ
な
が
る
こ
と
で
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生

き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ

て
い
く
社
会
を
目
指
す
国
の
指

針
。
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編
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

特
　
　

集

一

般

質

問

定

例

会

活

動

報

告

７
年
間
で
人
口
減
少
、
働
き
手
激
減

若
者
を
呼
び
込
む
施
策
を

窪田 金嘉 議員

町
　
長

町
長
の
公
約
実
現
に
期
待

問
未
来
へ
の
責
任
を
持
つ
約
束
と

は
。

答
町
長

子
育
て
支
援
の
充
実
、
産
業
振

興
等
の
８
つ
の
公
約
で
、
そ
の
総
仕
上

げ
が
未
来
へ
の
責
任
に
つ
な
が
る
。

問
将
来
、
税
収
が
減
少
す
る
原
因

は
。

答
町
長

地
方
財
政
の
部
分
的
な
議
論
だ

け
で
は
、
財
政
運
営
の
今
後
の
方
向
性

は
導
き
出
せ
な
い
。

問
土
日
祝
日
の
窓
口
を
開
設
し
て

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

答
町
長

町
に
納
め
る
お
金
は
、
コ
ン
ビ

ニ
で
も
納
め
ら
れ
る
。
特
に
町
が
開
設

し
な
く
て
も
対
応
し
て
い
る
。
土
日
も

職
員
の
日
直
が
い
る
の
で
、
死
亡
届
、

婚
姻
届
や
出
生
届
に
つ
い
て
は
24
時
間

対
応
し
て
い
る
。
な
お
土
日
に
開
設
を

と
い
う
声
が
大
き
け
れ
ば
検
討
す
る
。

問
後
継
者
問
題
は
。

答
町
長

商
工
会
や
金
融
機
関
と
連
携

し
、
事
業
継
承
と
し
て
や
る
気
の
あ
る

事
業
者
へ
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　

 

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

問
太
陽
光
発
電
設
置
は
如
何
な
も

の
か
。

答
町
長

本
来
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

太
陽
光
の
活
用
と
い
う
の
は
、
自
然
と

人
間
社
会
の
共
生
す
る
と
い
う
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
に
合
致
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
秩
序
な
太
陽

光
パ
ネ
ル
設
置
を
防
ぐ
た
め
に
、
本
町

で
は
、
平
成
30
年
２
月
に
「
み
な
か
み

町
太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。

問
働
き
手
の
激
減
対
策
は
。

町
の
人
口
指
標
に
よ
る
と
、
７

年
後
の
人
口
が
約
１
万
５
千
５
０
０
人

で
約
３
千
７
０
０
人
減
少
し
、
そ
の
内

働
き
手
が
約
２
千
２
０
０
人
と
あ
る
。

こ
の
数
値
を
ど
う
感
じ
る
か
。

答
町
長

人
口
減
少
は
一
定
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
縮
小
と
な
る
。
こ
れ
は
当
然
地

方
交
付
税
に
も
影
響
す
る
か
ら
、
対
策

は
早
急
に
考
え
て
い
く
。
企
業
誘
致
、

農
業
と
観
光
の
発
展
、
産
業
の
振
興
や

若
者
を
呼
び
込
む
よ
う
な
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
。
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題
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般

質

問

定

例

会

特
　
　

集

管
内
視
察

　

10
月
９
日
、
所
管
施
設
の
内
、
８
施
設
に
つ
い
て
視
察
し
施
設
の
在
り
方
や
重
要
性
を
確
認
し
た
。

　

職
場
体
験
中
の
水
上
中
学
校
生
徒
に
も
途
中
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
施
設
を

中
心
に
一
緒
に
視
察
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

完成したグラウンドゴルフ場

活活
告告
動動
報報

観光会館

水上社会体育館

老
朽
化
施
設
の
調
査

　

町
内
の
公
共
施
設
は
、
建
設
後
40
年

以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
が
多
く
ど
の

施
設
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

建
設
当
時
と
は
社
会
情
勢
や
人
口
構

成
、
利
用
形
態
も
変
化
し
て
お
り
、
町

民
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
老
朽
化

が
進
ん
だ
施
設
を
行
財
政
改
革
の
一
環

と
し
て
統
廃
合
す
る
こ
と
は
避
け
て
通

れ
な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
先
送
り
す
る
こ
と

な
く
方
向
性
を
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
る
。

新
た
な
健
康
増
進
施
設

　

後
閑
・
真
庭
地
区
に
完
成
し
た
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
視
察
。
来
年
度
か
ら

の
利
用
開
始
を
目
途
に
広
く
周
知
し
、

多
く
の
町
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
健

康
増
進
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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集

共
に
、
同
じ
く
産
業
祭
に
参
加

の
小
金
井
市
長
、
副
議
長
と
議

員
の
皆
さ
ん
及
び
伊
那
市
副
議

長
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

２
．
島
内
産
業
の
現
況

　

全
島
避
難
解
除
か
ら
13
年
、

高
濃
度
火
山
ガ
ス
が
観
測
さ
れ

な
く
な
っ
て
１
年
が
経
過
し
、

被
災
前
の
姿
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
る
。
一
方
、
各
産
業
に
お
い

て
高
齢
化
、
後
継
者
の
確
保
・

育
成
等
課
題
を
抱
え
て
い
る
と

の
こ
と
。
そ
の
問
題
解
決
の
一

つ
と
し
て
三
宅
島
産
業
祭
が
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

東
京
都
三
宅
村
交
流
事
業
参
加

〜
産
業
観
光
常
任
委
員
会
〜

　

三
宅
島
産
業
祭
へ
の
招
待
を
受
け
、
11
月
17
日
～
19
日
に
交
流
を
深
め
た
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
三
宅
村
と
長
き
に
渡
っ
て
交
流
を
続
け
て
い
る
東
京
都
小
金
井
市
、
長
野
県
伊
那

市
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

活活
告告
動動
報報

目　

的

１
．
三
宅
島
産
業
祭
へ
の
参
加

２
．
島
内
産
業
の
現
況
視
察

３
．
今
後
の
交
流
強
化
に
対
す

る
調
査

内　

容

１
．
三
宅
島
産
業
祭
参
加

　

９
時
か
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

及
び
開
会
式
に
参
列
し
、
11
時

か
ら
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
て
観
光

課
職
員
２
名
と
共
に
リ
ン
ゴ
販

売
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　

夕
方
に
は
、
三
宅
村
主
催
の

交
流
会
に
参
加
し
、三
宅
村
長
、

議
長
は
じ
め
議
員
の
皆
さ
ん
と

三宅島産業祭開会式

三宅島産業祭イベント広場にて

３
．
今
後
の
交
流
強
化

　

継
続
し
て
調
査
を
行
っ
て
い

く
と
共
に
今
年
度
も
三
宅
村
中

学
校
の
生
徒
が
職
場
及
び
ス

キ
ー
体
験
に
来
町
す
る
。
こ
う

い
っ
た
地
道
な
交
流
の
継
続
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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10
月
10
日
全
国
の
研
修
会
で
は
、
読

み
手
に
伝
わ
る
言
葉
遣
い
の
手
法
を
学

ん
だ
。

　

11
月
14
日
群
馬
県
の
研
修
で
は
、
Ｐ

Ｒ
の
手
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

今
後
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　

７
事
業
の
補
助
金
と
３
カ
所
の
工
事

に
つ
い
て
書
類
審
査
や
現
地
確
認
を

行
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り

指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

ご
み
処
理
調
査
特
別
委
員
会

森
林
資
源
の

�

有
効
活
用

紙
面
向
上
を

�

目
指
し
て

10
月
2
日 

補 

助 

金

11
月
5
日 

工
事
監
査

〜
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
〜

〜
監
査
委
員
事
務
局
〜

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
委
員
長
が
報
告
す

る
。 活活

告告
動動
報報

編
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

活
動
報
告

一

般

質

問

定

例

会

特
　
　

集

Ｒ
Ｄ
Ｆ
処
理
の

�

不
安
解
消
を

　

奥
利
根
ア
メ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

で
生
産
さ
れ
て
い
る
、
ご※

１
み
固

形
化
燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
処
理
等

に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
目

的
。
一
つ
ひ
と
つ
問
題
点
が
あ

る
か
を
検
証
し
、
町
民
に
ご
理

解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

協
定
締
結
式
に
同
席

　

12
月
10
日
、
町
は
国
産
材
に
こ
だ

わ
っ
て
モ
ノ
づ
く
り
を
手
が
け
て
い
る

「
オ
ー
ク
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
株
）」
と
森
林

の
維
持
に
協
力
し
合
い
、
町
産
材
で
製

品
開
発
・
推
奨
す
る
こ
と
な
ど
を
取
り

決
め
た
。
議
会
は
エ
コ
パ
ー
ク
の
普
及

に
も
繋
が
る
と
の
想
い
で
同
席
し
た
。

森 　

健
治

阿
部 

賢
一

鈴
木 

初
夫

山
田 
庄
一

石
坂　

 

武

　
「
Ｒ※
１

Ｄ
Ｆ
関
連
」
に
特
化
し
た
関
係
を
所
管
す
る
。

　
【
所
管
課
】
生
活
水
道
課

８
名

委
員
長

　

中
島 

信
義

副
委
員
長

　

小
林 　

洋

髙
橋
久
美
子

協定締結式
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み な か み 議 会 だ よ り

はたらく車とお休み汽車（フォトコンテストより）はたらく車とお休み汽車（フォトコンテストより）

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出

有
効

期
間

20
20

年
3月

 
31

日
ま

で
　　

（
切

手
不

要
）

7
1
4

沼
田
局
承
認

郵
便

は
が

き

群 馬 県 利 根 郡 み な か み 町 後 閑 三 一 八

「 ふ る さ と ク イ ズ ・ ご 意 見 」 係3
7
9
1
3
9
0

山　折　り　線山　折　り　線

記 入 欄 は 裏 面 に あ り ま す

Ⓐ ３番目　 Ⓑ ５番目　 Ⓒ ９番目

みなかみがユネスコエコパー
クに登録されたのは国内で
何番目ですか。

前回の議会だより 56 号ふるさとクイズの
正解は『Ⓑ１８名』でした。

★この頁は町民皆様にご参加いただく頁です。
以下を参考にふるってご参加下さい。
★正解者には抽選で５名様に粗品を進呈いたし
ます。

締切：平成31年 2月 28日（当日消印有効）

　下のハガキまたは、裏面の
FAX 用紙などに、クイズの答え・
住所・氏名・議会への伝言を記入し、
お送りください。
※下のハガキは、裏面を記入後に必ず
　のり付けをして投函ください。

参加の
きまり

みなかみ議会だより
 「ふるさとクイズ・ご意見」係

活

動

報
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一

般

質

問
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例

会

特
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

編
　
　

集
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の

　り

　し

　ろ

の

　り

　し

　ろ

の　り　し　ろ

谷　折　り　線谷　折　り　線

声声ＦＡＸの方は、この線で切り取ってご利用下さい。

ハ
ガ
キ
の
方
は
、
こ
の
線
で
切
り
取
り

内
側
へ
貼
り
合
わ
せ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

ＦＡＸ番号�０２７８－２５－８１２７
➡

議会への伝言◦

➡

　

ク
イ
ズ
の
解
答
と
合
わ
せ

て
沢
山
の
ご
意
見
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
が

一
丸
と
な
っ
て
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
て
盛
り
上
げ
て

欲
し
い
。

・
皆
で
よ
り
良
い
町
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！！

・
魅
力
を
全
国
に
。

・
今
度
こ
そ
し
っ
か
り
し
た

町
政
を
。
議
員
の
力
量
が

試
さ
れ
る
の
で
し
っ
か
り

働
い
て
欲
し
い
。

　

力
強
い
声
を
頂
く
中
、
議

会
へ
の
期
待
度
も
強
く
感
じ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
声
を
糧

に
、議
会
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

頂
い
た
ご
意
見
は
、
19
頁

へ
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

�

☎
25
‐
５
０
２
３

�

（
直
通
）

クイズの答え◦ ⇨

差 出 人 氏 名◦ ⇨

差 出 人 住 所◦ ⇨ 〒

皆
さ
ん
の

�

お
た
よ
り

年 代◦ ⇨ ・〜10代　　　 ・20代　　・30代
・40〜60代　　・70代〜（該当項目に○印を

 付けてください）

（ふりがな）

編
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

活

動

報

告

一

般

質

問

定

例

会

特
　
　

集
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活

動

報

告

一

般

質

問

定

例

会

特
　
　

集 ご
意
見・

　
 

回
答

ご
意
見・

　
 

回
答

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
ご
意
見
に
議
員
が
回
答
し
ま
す
。

　

掲
載
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
今
後
も
皆
さ
ん
と
の
双
方
向
に
よ
る

情
報
交
換
の
場
と
し
て
い
き
ま
す
。�

（
関
連
18
頁
）

▪
議
員
回
答

【
除
雪
編
】

・
対
策
を
講
じ
た
い
。
提
言
し
て

い
く
。

・
降
雪
量
は
地
域
差
が
あ
る
、
行

政
区
の
支
援
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

の
で
地
区
で
話
し
合
い
を
。

・
先
ず
は
社
協
に
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【
買
い
物
編
】

・
町
、
地
域
で
一
緒
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
買
い
物
シ
ス
テ

ム
を
考
え
た
い
で
す
ね
。

・
移
動
販
売
の
充
実
や
巡
回
バ
ス

等
で
対
応
を
提
言
し
て
い
く
。

▪
議
員
回
答

・
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
。

・
起
業
適
地
と
し
て
も
環
境
整
備

等
を
進
め
、
働
け
る
場
所
確
保

の
努
力
を
目
指
し
ま
す
。

・
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

▪
議
員
回
答

【
ゴ
ミ
袋
編
】

・
現
状
の
ゴ
ミ
処
理
費
用
を
見
直

す
な
か
で
、
町
民
の
協
力(

例
え

ば
ゴ
ミ
の
減
量
で
経
費
削
減)

が

あ
れ
ば
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

・
ゴ
ミ
袋
は
も
う
少
し
見
守
り
た

い
。

【
給
食
費
編
】

・
無
料
化
は
慎
重
に
考
え
る
べ
き

な
の
で
意
見
を
伺
い
た
い
。
但

し
所
得
に
よ
る
差
は
あ
っ
て
よ

い
と
思
う
。

・
給
食
費
無
料
化
は
賛
成
で
き
な

い
。

・
全
て
無
料
が
よ
い
か
も
含
め
検

討
す
べ
き
。

・
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
で
き

る
よ
う
町
民
の
協
力
も
必
要
で

す
。

町
民
80
代
よ
り

町
民
30
代
よ
り

一
人
暮
ら
し
で

除
雪
、
買
い
物

に
困
っ
て
い
ま

す
。

子
育
て
し
や
す

い
町
に
ご
協
力

を
。
給
食
費
無

料
化
、
ゴ
ミ
袋

値
下
げ
な
ど
。

町
民
40
～
60
代
よ
り

災
害
の
少
な
い
安

全
県
ぐ
ん
ま
を
資

産
と
と
ら
え
、
積

極
的
な
企
業
誘
致

で
活
性
化
推
進
を
。

情
　
　

報

話
　
　
　

題

編
　
　

集

集集募募
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と

・
写
真
（
縦
型　

大
歓
迎
）

・
イ
ラ
ス
ト

・
手
書
き
文
字
（
毛
筆
）

・
４
コ
マ
マ
ン
ガ

・
編
集
モ
ニ
タ
ー
（
内
容
・
デ
ザ
イ
ン
等
）

詳　
　

細

　

発
行
前
月
（
３
・
６
・
９
・
12
月
）

初
旬
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募

集
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

募
集
か
ら
約
３
週
間
以
内
に
て
ご

提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お 

願 

い

　

資
料
ご
提
供
の
際
は
、
町
に
版
権
を
頂
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
肖
像
権
に
つ
い
て
も
十
分
ご
配
慮
下

さ
い
。
全
て
無
償
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
紙
面
編
集
に
詳
し
い
方
の
ご
協
力
も
是
非
お
願

い
し
ま
す
。

編
集
に
ご
協
力
で
き
る
方

デ
ー
タ
を
ご
提
供
下
さ
る
方

　

議
会
だ
よ
り
で
は
掲
載
デ
ー
タ
の
ご
提

供
や
紙
面
編
集
へ
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
皆
ん
な
の
議
会
づ
く
り
に

ご
協
力
下
さ
い
。

みなかみ町「お知らせ」



20（第57号）

町
内
に
は
地
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て
い

る
会
社
が
２
社
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
っ
た
味
わ
い
の
地
ビ
ー
ル
が
何
種

類
も
製
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
し
た
か
。
会
社
は
知
っ
て
い
る
け
ど
、

世
界
最
大
級
の
審
査
会
で
「
銀
賞
」
や

「
銅
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
の
素
晴
ら
し

い
地
ビ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ま

だ
試
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
方
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
の
お
宝
「
地
ビ
ー

ル
」
の
ご
紹
介
で
す
。

み
な
か
み　

地
ビ
ー
ル
物
語

月
夜
野
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル�

http://w
w
w
.vidro-park.jp/eat/

オ
ク
ト
ワ
ン�

http://oct-1
.com

/　
　
　
　
　

�　

町
の

お
宝
紹
介

　
素
晴
ら
し
い
こ
の
町
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
切
に
し
て
い
く
た
め
、
議

会
発
「
あ
る
あ
る
発
信
」
で
町
に
あ
る
「
お
宝
」
を
再
確
認
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　「
こ
の
町
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
何
も
な
い
こ
と
な
い
。」

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
の
お
宝
を
ご
存
じ
の
方
は
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

郷
土
愛
か
ら

生
ま
れ
た
地
ビ
ー
ル

月
夜
野
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
は
、

ビ
ー
ド
ロ
硝
子
の
関
係
で
チ
ェ
コ
の
友

好
都
市
（
当
時
）
を
訪
れ
た
際
に
ブ
ル

ワ
リ
ー
を
見
て
、「
町
お
こ
し
に
な
る
、

と
思
っ
た
」
と
い
う
。
そ
の
頃
、
日
本

は
地
ビ
ー
ル
が
流
行
っ
て
お
り
、
団
体

客
を
誘
致
し
よ
う
と
レ
ス
ト
ラ
ン
も
名

物
を
模
索
し
て
い
た
。
現
在
も
、
そ
の

時
チ
ェ
コ
か
ら
招
い
た
技
術
者
の
手
法

で
変
わ
ら
ず
に
作
り
続
け
て
い
る
と
い

う
。
一
方
、
オ
ク
ト
ワ
ン
で
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
で
ビ
ー
ル
文
化
に
触
れ
て

以
来
、
独
学
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い

た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に

「
町
の
自
然
を
守
り
た
い
」
と
い
う
以

前
か
ら
の
思
い
が
強
ま
り
、
商
工
会
の

水
上
温
泉
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
湯

原
で
の
開
業
に
至
っ
た
と
い
う
。
と
も

に
郷
土
を
愛
す
る
素
晴
ら
し
い
思
い
か

ら
製
造
が
始
ま
っ
て
い
る
。

地
元
ビ
ー
ル
で
乾
杯
を

素
晴
ら
し
い
職
人
の
技
術
と
み
な

か
み
の
お
い
し
い
水
が
、
更
に
地
ビ
ー

ル
を
お
い
し
く
し
て
い
る
ら
し
い
。「
町

内
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
多
く
の
町
民
に
飲
ん
で
欲

し
い
」
と
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
倉
田
代

表
。「
ビ
ー
ル
を
通
し
て
町
全
体
を
感

じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
と

よ
い
。
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
て
欲
し

い
」
と
オ
ク
ト
ワ
ン
の
竹
内
代
表
。
お

二
人
か
ら
は
「
是
非
、
地
元
の
ビ
ー
ル

で
乾
杯
を
」
と
、
別
々
の
場
所
で
同
じ

思
い
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
。
互
い
に
協

力
・
切
磋
琢
磨
し
て
地
ビ
ー
ル
市
場
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
地
元

の
方
々
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
地
ビ
ー
ル

は
生
ま
れ
て
い
た
。
皆
さ
ん
も
是
非
ご

賞
味
あ
れ
。
そ
し
て
乾
杯
を
。

オクトワン 月夜野クラフトビール

活

動

報

告

一

般

質

問

定

例

会

特
　
　

集

編
　
　

集

話
　
　
　
題

情
　
　

報



議会だより編集特別委員会

委 員 長…森　　健治

副委員長…髙橋久美子

委　　員…鈴木　美香・阿部　　清
　　　　　窪田　金嘉・本多　公保
　　　　　中島　信義

編集アドバイザー
　　　　　利根川太郎

編集モニター
　　　　　利根商業高等学校生徒

次回の定例会は

３月　５日（火）〜
３月１５日（金）の予定。
場所：役場本庁舎３階議場

時間：開会は９時

席数：３４席

【問合せ先】議会事務局
　　　　　 ☎２５‐５０２３

議会傍聴のご案内
　傍聴は、どなたでもできます。た
だし、当日に議場入口で受付を済ま
せてからご入場ください。

����	流	れ	����
①受付にて「受付表記入（住所・電

話番号・氏名・年齢）」
②受付表を係に渡して「傍聴カード」

を受け取る
③傍聴席へ
④帰りに「傍聴カード」を返却箱へ

入れて終了
※注意／飲食・録画・録音・写真撮

影は禁止。

虚礼廃止にご協力を

　

議
員
は
公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
以
下
の
行

為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の

皆
様
が
議
員
に
寄
付
を
求
め
る
よ
う
な
こ
と

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

21 （第57号）

編
　
　

集

情
　
　

報

話
　
　
　

題

活

動

報

告

一

般

質

問

定

例

会

特
　
　

集 編編集集
利根商利根商
モモニニタターー意見意見

意
見

・
注
意
書
き
や
表
現
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。

・
文
字
の
色
・
大
き
さ
の
使
い
方
に
見
づ
ら
い
箇
所

が
あ
る
。

感
想

・
町
内
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
一
員
に
な
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

1
年　

長
谷
川
友
里

・
日
常
生
活
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
学
べ
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。　
　

2
年　

生
方　

優
奈

・
地
域
に
少
し
で
も
役
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
嬉

し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　

3
年　

白
井　

佑
美

・
町
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
が
よ
く
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
年　

本
多　

舞
南

・
他
の
地
域
の
人
が
見
て
も
分
か
り
や
す
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
年　

木
暮　

優
月

　議会側の都合でしばらくお休みしてしまったこ
のコーナーですが、利根商業高等学校のご協力で
再び開設することができました。編集モニターと
して、意見や紙面作りに高校生パワーを頂きます。
感謝。
　今回は、作業後の率直な感想も頂きました。



　
　

 
な
ぜ
、
移
住
を
？

　

モ
ン
タ
ナ
州
で
は
、
子
育
て
の
面
で
預

け
先
、
医
療
関
係
、
食
な
ど
が
大
変
で
あ
っ

た
。
保
育
士
の
資
格
が
有
り
、
自
然
の
中

で
子
育
て
を
し
た
い
と
も
考
え
て
い
た
。

プ
レ
イ
藤
原
の
北
山
さ
ん
（
42
号
で
ご
紹

介
の
移
住
定
住
者
）
か
ら
古
民
家
を
活
用

し
た
無
認
可
幼
稚
園
の
運
営
（
現
在
の
「
森

の
よ
う
ち
え
ん
」）
の
お
話
を
頂
い
た
の

が
決
め
手
と
な
っ
た
。

　
　

 

住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　
「
水
」
が
お
い
し
い
（
献
上
米
が
作
れ

た
水
）。
脱
穀
や
精
米
な
ど
人
生
初
の
体

験
が
い
ろ
い
ろ
と
で
き
る
。

　
　

 

お
困
り
の
こ
と
は
？

　

住
ま
い
探
し
が
大
変
だ
っ
た
。
資
金
が

な
い
中
、
借
家
で
な
く
売
り
家
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
。
町
営
住
宅
は
、
借
り
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
風
呂
釜
な
ど
も
準
備

し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
何
十
年
も

住
ん
で
い
な
い
家
な
ど
を
何
件
も
掃
除
し

た
が
結
局
、
住
め
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
、

現
在
の
幼
稚
園
舎
は
降
雪
に
よ
る
危
険
が

想
定
さ
れ
、
運
営
が
難
し
い
と
分
か
り

困
っ
て
い
る
。

　
　

 

提
案
さ
れ
た
い
こ
と
は
？

　

移
住
者
へ
の
情
報
不
足
解
消
を
。
住
め

る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
時
間
が
か
か
り
過

ぎ
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
で
賃
貸
住
宅
の
整

備
や
居
住
体
験
が
で
き
る
家
の
提
供
な
ど

が
あ
る
と
よ
い
。

　
　

 

夢
は
？

　

ピ
ザ
釜
を
作
る
こ
と
。
こ
の
場
所
を
介

し
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
重
ね
た
い
。

　
　

 

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
で
自
然
と
遊
び
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
増
や
し
て
欲
し
い
か

ら
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

発
見　

森
の
よ
う
ち
え
ん　

　
ラ
ー
ワ
ー
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク 

さ
ん   

33
歳（
藤
原
中
区
）

保
育
士
ラ
ー
ワ
ー
　
ち
ひ
ろ 

さ
ん   

30
歳
　
　
　
　
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

特
別

委
員

会
印

刷
／

有
限

会
社

 コ
ト

ブ
キ

印
刷

　
☎

0
2
7
8

-2
2

-5
4
0
0

〒
3
7
9
-1

3
9
3
 群

馬
県

利
根

郡
み

な
か

み
町

後
閑

3
1
8

☎
0
2
7
8
-2

5
-5

0
2
3
　

発
行

人
／

議
長

　
小

野
　

章
一

ラーワーさんご一家

森の幼稚園の一コマ

　夫のフレデリックさんはテキサス州生まれ。妻で現在、無認

可保育園保育士のちひろさんは前橋市のご出身。お互いの一人

旅（日本）で知り合い結婚。アメリカ西部の寒いモンタナ州から、

みなかみの藤原へ移住されたご夫婦をご紹介します。
移住・定住シリーズ⑱

☎
０
８
０

・
４
６
７
１

・

１
２
２
１

編
集
後
記

青
空
の
も
と
白
雪
輝
く
谷
川

岳
！　

心
か
ら
綺
麗
と
感
じ
ら
れ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
柿
の
色
、

白
菜
の
み
ず
み
ず
し
さ
と
力
強
さ
、

軒
先
に
干
さ
れ
た
大
根
と
あ
げ
れ

ば
き
り
が
な
い
く
ら
い
、
自
然
が

い
っ
ぱ
い
の
み
な
か
み
町
。
四
季

折
々
の
素
晴
ら
し
さ
を
湛
え
て
い

ま
す
。

本
年
を
振
り
返
る
と
怒
涛
の
一

年
で
し
た
。
自
然
の
美
し
さ
も
感

じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
。「
災
を
転
じ

て
福
と
為な

す
」
と
こ
と
わ
ざ
に
も

あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

お
陰
で
、
今
ま
で
以
上
に
お
一
人

お
一
人
が
町
の
事
を
真
剣
に
考
え

た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
「
町
を
よ
く

し
よ
う
」
と
絆
が
深
ま
り
、
行
動

に
移
す
方
も
増
え
た
の
で
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
元
号
も
か
わ
り

ま
す
。
新
し
い
一
年
、
新
し
い
時

代
の
扉
が
開
か
れ
ま
す
。「
福
」
が

さ
ら
に
増
す
よ
う
身
近
な
一
歩
か

ら
と
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

 

（
髙
橋　

久
美
子
）


